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　私が予選をうけもった十数篇の中でもこの位真情にあふれたのはなかった。

　徳永の云っているとおり、もっと高い芸術化が必要であることも分るが、作者の力で今それは不可能であり、これはこのままよいところを買ってよまれ、それでやはり十分読者の心をとらえる力をもっていると思う。

〔一九三四年十月〕
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